
共
助
が
及
ば
な
い
自
助
の

対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

り
、
一
中
生
徒
に
よ
る「
一

中
カ
ン
パ
ニ
ー
」
は
自
分
た

津
市
内
に
約
４
０
０
箇

し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
ら
特
別
警
報
が
出
さ
れ
た

ち
の
手
作
り
品
を
販
売
、
所
の
た
め
池
が
あ
り
ま
す

満
水
状
態
の
た
め
池
が
豪

も
の
の
多
く
の
犠
牲
者
が

メ
イ
ン
会
場
で
は
サ
ポ
ー
タ

が
、
こ
れ
ら
が
大
震
災
の
時

雨
や
地
震
に
よ
っ
て
破
壊

出
た
こ
と
に
対
し
原
因
究

ー
一
中
や
津
西
高
校
放
送

の
脅
威
に
な
り
得
る
と
懸

し
た
場
合
を
想
定
し
、
浸

明
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ

部
、
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

水
到
着
時
間
、
浸
水
想
定

て
い
ま
す
が
、
こ
の
マ
ッ
プ
が

「
極
津
」
が
会
場
を
司
る
。

で
、
津
市
は
こ
の
度
「
た
め

地
域
、
浸
水
深
を
色
別
で

戸
別
配
布
さ
れ
た
意
義
を

「
趣
味
や
特
技
を
是
非

池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

表
示
し
、
避
難
場
所
も
記

ご
理
解
い
た
だ
き
、
自
宅
、

こ
の
会
場
で
披
露
し
て
く

成
し
、
危
険
が
あ
る
地
域

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
の

学
校
、
職
場
や
通
勤
、
通

だ
さ
い
。
祭
り
は
み
ん
な
の

に
こ
の
マ
ッ
プ
を
各
戸
配
布

西
日
本
豪
雨
で
は
早
く
か

学
、
買
い
物
経
路
等
に
、
た

秋
本
番
を
迎
え「
祭
り
」
を
楽
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
た
。「
見
て
楽
し
む
、
参
加
し
て
楽
し
む
、
参
加
し
て
い
る

も
の
で
す
」
と
実
行
委
員

め
池
の
危
険
を
日
常
的
に

人
を
見
て
楽
し
む
｝
な
ど
、
楽
し
み
方
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
寺
内
町
ま
つ
り
は

月

日
（
日
）
寺
内
町
及
び
そ

の
中
西
万
喜
夫
さ
ん
は

チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
公
助
、

秋
の
長
雨
の
谷
間
を
縫

11

18

の
周
辺
で
行
わ
れ
る
。
商
工
振
興
会
主
催
の「
和
婚
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
益
々
進
化
し
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
も
高
校

呼
び
か
け
て
い
る
。

っ
て
９
月

日
一
小
グ
ラ

23

生
か
ら
大
人
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
り
、
祭
り
の
企
画
を
練
り
上
げ
る
。
一
中
生
徒
に
よ
る
「
一
中
カ
ン
パ
ニ

ウ
ン
ド
で
第

回
町
民
運

44

ー
」
は
、
物
の
流
通
や
販
売
を
通
し
て
社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
祭
り
は
、
街
づ
く
り
や
地
域

自
治
会
や
地
区
社
協
の

の
物
も
あ
り
、
倒
壊
時
の

動
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
絆
作
り
を
深
め
街
の
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

構
成
団
体
は
津
市
へ
多
く

責
任
問
題
な
ど
が
要
望
と

の
日
は
、
幼
稚
園
児
か
ら

よ
さ
こ
い
踊
り
を
通
じ

の
要
望
書
を
提
出
し
て
い

し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

９
月

日
、
一
身
田
地
区

代
の
年
配
の
方
ま
で
約

16

90

平
成
９
年

月

日
、
織
り
実
演
、
カ
ラ
オ
ケ
大

を
開
催
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
知
り
合
っ
た
二
人
、
新

る
。
と
り
わ
け
市
長
と
語

道
路
に
関
し
て
は
、
高
田

敬
老
の
つ
ど
い
が
三
重
県

４
０
０
名
が
参
加
、
健
脚
を

11

16

一
身
田
寺
内
町
ま
つ
り
の

会
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
こ

た
。

新
た
に
フ
リ
ー
マ
ー

回
目
を
迎
え
る
寺
内

郎
の
松
村
さ
ん
と
新
婦

る
地
域
懇
談
会
は
６
回
を

本
山
か
ら
一
小
ま
で
の
道

人
権
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

競
っ
た
。

22

前
身
「
街
道
ま
つ
り
」
が
伊

の
街
道
ま
つ
り
の
影
響
は

ケ
ッ
ト
、
短
歌
の
会
、
い
け

町
ま
つ
り
。
益
々
規
模
を

の
真
田
さ
ん
で
す
。
新

数
え
て
い
る
。

路
の

拡
幅
、
県
道

号
線

た
。

町
民
運
動
会
ら
し
く
笑
い

10

勢
別
街
道
の
歴
史
的
資
源

寺
内
町
ほ
っ
と
ガ
イ
ド
会
の

ば
な
展
、
子
ど
も
木
工
教

拡
大
し
、
進
化
し
て
い
る
。

婦
は
高
田
幼
稚
園
の
先

継
続
し
て
い
る
要
望
と

の
交
通
安
全
対
策
、
獣

今
年
の
高
齢
者
表
彰
の

の
競
技
あ
り
、
ほ
ほ
え
ま
し

を
生
か
し
、
地
域
の
活
性

誕
生
、
寺
内
町
花
い
っ
ぱ
い
室
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

５
年
前
か
ら
商
工
会
主
催

生
で
す
。
結
婚
パ
レ
ー
ド

し
て
は
、
一
身
田
小
学
校

害
、
特
に
イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ

対
象
者
は
、
桃
澤
基
一
さ

い
競
技
あ
り
、
ロ
ー
ド
レ
ー

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

運
動
、
寺
内
町
の
館
の
建

コ
ー
ナ
ー
、
津
市
と
友
好

の「
し
あ
わ
せ
和
婚
」
も
加

が
行
わ
れ
ま
す
。
み
ん

の
校
庭
の
砂
塵
対
策
や
芝

イ
グ
マ
な
ど
捕
獲
し
て
も

ん
と
飯
田
み
つ
ゑ
さ
ん
の

ス
あ
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

津
地
域
広
域
行
政
組
合
主

設
、
寺
内
町
の
整
備
、
津

姉
妹
都
市
を
結
ん
で
い
る

わ
り
華
や
か
さ
が
倍
増
し

な
で
お
二
人
の
門
出
を

生
化
、
校
庭
内
の
ト
イ
レ
捕
獲
し
て
も
追
い
つ
か
な
い
二
人
で
し
た
。
会
場
で
は
、
楽
し
ん
だ
。

催
で
行
わ
れ
た
。

市
景
観
計
画
第
一
号
な
ど

北
海
道
上
富
良
野
の
物
産

た
。

祝
福
し
ま
し
ょ
う
。

改
修
、
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水

現
状
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
二
人
を
ご
紹
介
す
る
と
と

第
一
回
街
道
ま
つ
り

そ
の
後
に
大
き
な
影
響
を

展
も
加
わ
っ
た
。

催
し
物
も

以
上
と
な

は
け
問
題
。
街
の
景
観
問

る
。

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で

30

は
、
商
工
会
、
自
治
会
、
婦

及
ぼ
し
た
。
し
か
し
、
広
域

題
と
し
て
、
寺
内
町
内
の

住
み
よ
い
街
、
安
心
、
安

生
き
生
き
と
し
た
人
生
を

人
会
、
子
ど
も
会
は
じ
め
、
行
政
主
催
の
街
道
ま
つ
り

電
柱
の
地
中
化
、
空
き
家

全
な
街
作
り
は
喫
緊
を
要

重
ね
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念

各
種
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ

は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
過
ぎ
、

や
空
き
店
舗
の
抜
本
的
な

る
も
の
も
あ
る
。
是
非
、
早

し
て
水
谷
千
春
一
身
田
地

れ
の
得
意
分
野
を
持
ち
寄
「
地
に
足
の
つ
い
た
祭
り
が

対
策
、
街
路
灯
の
所
有
者

期
の
実
現
化
が
望
ま
れ

区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

り
企
画
立
案
を
行
い

の

し
た
い
」
と
の
住
民
の
要
望

が
一
部
個
人
所
有
や
団
体

る
。

よ
り
二
人
に
表
彰
状
と
記

20

イ
ベ
ン
ト
が
組
ま
れ
た
。
特

に
応
え
、
一
身
田
独
自
の

念
品
が
贈
ら
れ
た
。
（
表
彰

に
一
小
演
劇
ク
ラ
ブ
の
児

祭
り
「
寺
内
町
ま
つ
り
」
が

も
そ
の
功
績
が
語
り
継
が

歳
で
村
議
会
議
員
、

歳

す
。
ご
住
職
は
高
田
派
の

式
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
写
真

35

童
劇
は
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く

誕
生
し
た
。

れ
て
い
ま
す
。

で
村
長
に
な
ら
れ
、
昭
和

新
し
い
宗
務
総
長
さ
ん
で

は
裏
面
に
）
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
子
供

年
に

回
の
会
議
を
持

こ
の
大
災
害
は
言
語
に

年
に
は
衆
議
院
議
員
に

す
。
ま
た
、
現
在
一
身
田

10

17

み
こ
し
、
人
力
車
の
寺
内

ち
、
地
元
住
民
に
は
趣
旨

絶
す
る
も
の
で
し
た
が
、
吉

な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
昭
和

公
民
館
の
寿
大
学
な
ど
で

町
散
策
、
伊
勢
木
綿
の
手

を
伝
え
る
た
め
の
説
明
会

田
さ
ん
は
村
を
復
興
さ
せ

年

歳
で
亡
く
な
っ
て

講
師
を
し
て
頂
い
て
い
る
中

23

63

る
先
頭
に
立
た
れ
た
の
で

お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
功

道
和
久
さ
ん
は
貞
次
郎
さ

一
身
田
で
育
ま
れ
た
郷
土

「
こ
の
建
物
は
、
大
正

記
念
館
〝
の
説
明
に
で
て

て
い
ま
す
。

す
。
こ
の
間
の
経
過
は
三
浦

績
は
現
地
で
は
開
拓
の
先

ん
の
弟
、
修
三
郎
さ
ん
の

15

の
偉
人
た
ち
、
シ
リ
ー
ズ
第

年
十
勝
岳
噴
火
に
よ
る
泥

く
る
記
述
で
す
。

吉
田
貞
次
郎
さ
ん
は
、
大

綾
子
さ
ん
の「
泥
流
地
帯
」
駆
者
田
中
常
次
郎
さ
ん
と

お
孫
さ
ん
で
す
。

２
回
目
は
三
浦
綾
子
の
泥

流
か
ら
の
復
興
に
東
奔
西

こ
の
記
念
館
の
入
り
口
に

正

年
の
大
災
害
か
ら
上

と
い
う
小
説
に
詳
し
く
綴

と
も
に
、
今
も
語
り
継
が

上
富
良
野
復
興
の
中
心

月

日
（
日
）
に
作
品

15

10

21

流
地
帯
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
吉
田

れ
て
い
ま
す
。

に
な
ら
れ
た
吉
田
貞
次
郎

展
示
を
公
民
館
で
、

日

囲
碁
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

27

た
田
中
貞
次
郎
で
す
。

さ
ん
、
実
は
一
身
田
の
出

上
富
良
野
と
津
市
が

さ
ん
。
そ
の
吉
田
さ
ん
が

（
土
）
に
学
習
発
表
会
を
高

身
な
の
で
す
。
本
山
に
は
お

友
好
都
市
提
携
を
結
ん

一
身
田
の
ご
出
身
で
あ
っ
田
会
館
ホ
ー
ル
に
て
行
い

月

日
（
日
）
に
秋
の

10

28

墓
も
あ
り
ま
す
。
田
中
さ

で
、
今
年
で

年
を
迎
え

た
と
い
う
こ
と
は
、
上
富
良

ま
す
。
講
座
生
の
力
作
や

囲
碁
ま
つ
り
を
一
身
田
公

20

ん
ら
の
入
植
か
ら
３
年
後

ま
し
た
。
そ
の
上
富
良
野

野
と
私
た
ち
の
つ
な
が
り

熱
演
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

民
館
で
行
い
ま
す
。
囲
碁

走
し
た
当
時
の
村
長
吉
田

は
、
上
富
良
野
開
拓
の
先

富
良
野
を
復
興
さ
せ
る
中

の
明
治

年
、
お
父
さ
ん

は
、
私
た
ち
の
町
一
身
田

を
、
い
っ
そ
う
身
近
な
も
の

い
。
な
お
、
今
年
は
建
替
工

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は

33

貞
次
郎
の
住
宅
を
解
体
復

頭
に
立
っ
た
田
中
常
次
郎

心
に
な
っ
た
人
で
、
現
地
で

の
貞
吉
さ
ん
ら
と
と
も

と
も
深
い
結
び
つ
き
が
あ

に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
こ

事
の
た
め
バ
ザ
ー
等
は
実

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

元
し
た
も
の
で
…
」

さ
ん
と
と
も
に
、
吉
田
貞

は
開
拓
の
先
駆
者
田
中
常

に
、
上
富
良
野
へ入
植
さ
れ

る
わ
け
で
す
。
現
地
に
は

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

施
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

詳
細
は
、
広
報
津

月
10

1

こ
れ
は

が
み
ふ
ら
の
開
拓

次
郎
さ
ん
の
胸
像
が
立
っ

次
郎
さ
ん
と
と
も
に
、
今

ま
し
た
。
成
長
さ
れ
て
、

高
田
派
の
お
寺
も
あ
り
ま

了
承
く
だ
さ
い
。

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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